
発
６　
水
源
の
保
全
に
関
す
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

【
概
要
】
本
郷
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分

場
で
発
生
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、

県
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の

【
討
論
】

・
賛
成
討
論

　

多
く
の
市
民
が
建
設
に
反
対
し
て
き

た
本
郷
産
廃
処
分
場
が
県
の
設
置
許
可

に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
産
業
廃
棄
物
が

搬
入
さ
れ
始
め
て
９
カ
月
が
経
過
す
る

中
、
最
も
恐
れ
て
い
た
処
分
場
の
浸
透

水
か
ら
基
準
値
の
２
倍
以
上
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ

が
検
出
さ
れ
る
事
態
が
発
生
し
た
。

　

地
下
水
を
く
み
上
げ
生
活
さ
れ
て
い

る
方
々
、
水
田
に
引
き
込
ま
ざ
る
を
得

な
い
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
日
々
恐

怖
と
不
安
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
起
き
、
県
が
今

や
る
べ
き
こ
と
は
事
態
の
原
因
究
明
と

対
策
に
全
力
を
傾
注
す
べ
き
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
広
島
地
裁
の
設
置
許
可
の
取

消
判
決
を
不
服
と
し
て
上
告
す
る
考
え

で
あ
る
こ
と
を
県
知
事
は
表
明
し
た
。

　

本
市
議
会
が
提
出
し
よ
う
と
す
る
県

知
事
宛
て
の
意
見
書
で
は
、
行
政
指
針

に
の
っ
と
り
、
設
置
許
可
の
取
消
し
と

厳
正
な
対
応
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

直
ち
に
水
質
汚
染
の
原
因
究
明
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
水
質
改
善
対
策
の
実

施
を
求
め
て
い
る
。

　

本
市
議
会
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
、
そ

し
て
本
市
行
政
と
し
っ
か
り
結
束
し

て
、
安
全
で
安
心
な
水
源
確
保
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
採
決
】

　
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

補
正
予
算
特
別
委
員
会

付
託
議
案
審
査

議
71　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

１
億
２
１
２
１
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
５
１

２
億
３
９
６
万
円
と
す
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

◎�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制
度
の

導
入
に
あ
た
り
、
先
行
導
入
す
る
５

校
の
準
備
経
費
と
し
て
、
学
校
運
営

協
議
会
委
員
報
酬
35
万
５
千
円
及
び

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
の
活
動

謝
金
１
０
０
万
５
千
円
等
を
追
加

◎�

６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
の
豪
雨
に

よ
り
被
災
し
た
、
農
地
、
農
林
業
用

施
設
及
び
公
共
土
木
施
設
な
ど
の
災

害
復
旧
の
経
費
と
し
て
１
億
１
９
８

０
万
円
を
追
加

【
主
な
質
疑
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
事
業

問
学
校
運
営
協
議
会
の
構
成
員
の
選

任
や
任
命
方
法
を
問
う
。

答
構
成
員
は
、
各
校
５
名
で
、
学
校

の
所
在
す
る
地
域
の
住
民
、
保
護
者
、

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
及
び
教
育

委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
者
を
想
定
し

て
い
る
。
学
校
運
営
の
責
任
者
で
あ
る

学
校
長
が
中
心
と
な
っ
て
選
任
す
る
こ

と
と
な
る
が
、
任
命
は
、
教
育
委
員
会

会
議
に
お
い
て
教
育
委
員
会
が
任
命
す

る
。

問
本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
制
度
が
、
学
校
運
営
協
議
会
に
加
え
、

地
域
学
校
協
働
本
部
を
設
置
す
る
と
い

う
点
で
一
般
的
な
運
営
手
法
と
異
な
る

の
は
何
故
か
問
う
。

答
本
市
の
課
題
解
決
の
た
め
に
は
学

校
が
主
体
と
な
る
学
校
運
営
協
議
会

と
、
地
域
が
主
体
と
な
る
地
域
学
校
協

働
本
部
の
２
つ
の
組
織
が
必
要
だ
と
考

え
た
。
学
校
運
営
協
議
会
が
舵
取
役
を

し
、
地
域
学
校
協
働
本
部
が
推
進
役
と

な
っ
て
推
進
す
る
と
い
う
体
制
が
最
善

だ
と
判
断
し
た
。

　

先
行
導
入
校
で
本
制
度
を
実
施
し
て

い
く
中
で
、
知
見
や
課
題
を
蓄
積
し
検

証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
校
導
入
に
向

け
、
着
実
に
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
学
校
運
営
協
議
会
及
び
地
域
学
校

　
第
５
回
臨
時
会
（
７
月
14
日
）
に
お
い
て
、
議
員
発
議
と
し
て
、
水
源
の
保
全
に

関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て
採
択
し
、
広
島
県
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
21
日
ま
で
の
17
日
間
で
開
催
し
、
一
般
会
計
補

正
予
算
他
14
議
案
、
諮
問
３
件
を
審
議
し
議
決
す
る
と
と
も
に
、
７
件
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
特
別
委
員
会
の
報
告
の
他
、
３
件
の
発
議
が
あ
り
、
審

議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
回
臨
時
会

第
６
回
定
例
会

本郷産廃処分場への搬入状況
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協
働
本
部
の
開
催
回
数
は
、
ど
の
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
問
う
。

答
こ
の
度
の
補
正
予
算
案
で
は
、
導

入
に
必
要
な
準
備
と
し
て
、
２
回
の
学

校
運
営
協
議
会
を
想
定
し
て
い
る
が
、

令
和
６
年
度
に
は
年
４
回
の
開
催
を
計

画
し
て
い
る
。

　

年
度
当
初
に
運
営
方
針
の
承
認
、
７

月
頃
に
進
捗
状
況
の
確
認
、
10
月
頃
に

中
間
評
価
そ
し
て
２
月
に
は
成
果
と
課

題
の
検
証
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が
ら
、

進
め
て
い
き
た
い
。

議
72　
国
民
健
康
保
険
（
事
業
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
主
な
内
容
】

◎�

健
康
保
険
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
施

行
さ
れ
る
産
前
産
後
期
間
の
保
険
税

免
除
制
度
に
対
応
す
る
た
め
、
シ
ス

テ
ム
改
修
経
費
３
５
０
万
円
を
追
加

議
73　
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

【
主
な
内
容
】

◎�

介
護
保
険
給
付
費
の
確
定
に
よ
り
、

国
・
県
等
へ
の
返
還
金
が
生
じ
た
た

め
、
２
億
７
３
９
３
万
８
千
円
を
追

加
【
採
決
】

　

全
議
案
と
も
全
員
一
致
で
原
案
ど
お

り
可
決
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

令
和
４
年
度
三
原
市
下
水
道
事
業
会
計

利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い

て【
主
な
内
容
】

◎�

雨
水
事
業
と
し
て
、
浸
水
対
策
を
中

心
に
管
渠
整
備
、
ポ
ン
プ
場
の
整
備

及
び
改
築
・
更
新
を
実
施
し
た
。

◎�

汚
水
事
業
と
し
て
、
汚
水
処
理
の
未

普
及
解
消
を
中
心
に
公
共
下
水
道
事

業
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
漁
業
集

落
排
水
事
業
、
市
町
設
置
型
の
小
型

浄
化
槽
事
業
を
実
施
し
た
。

【
主
な
質
疑
】

問
下
水
道
施
設
の
耐
震
化
等
を
図
る

「
防
災
」
や
、
被
害
を
想
定
し
て
被
害

の
最
小
化
を
図
る
「
減
災
」
を
組
み
合

わ
せ
た
総
合
的
な
災
害
対
策
を
推
進
す

る
事
業
を
実
施
し
た
の
か
。

答
ポ
ン
プ
場
建
設
事
業
と
し
て
、
洪

水
や
津
波
に
よ
る
浸
水
防
除
を
図
る
た

め
、
耐
水
化
事
業
の
設
計
を
実
施
し
て

お
り
、
計
画
で
は
令
和
７
年
度
末
ま
で

に
９
施
設
の
事
業
を
完
了
す
る
予
定
で

あ
る
。

令
和
４
年
度
三
原
市
水
道
事
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

◎�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
の
影
響
や
給
水
人
口
の
減
少
な
ど

に
よ
り
、
水
道
料
金
の
算
定
基
礎
と

な
る
使
用
水
量
が
減
少
し
、
給
水
収

益
は
前
年
度
を
１
・
９
％
下
回
っ
た
。

安
定
し
た
給
水
を
確
保
す
る
た
め
、

水
道
管
や
施
設
の
更
新
な
ど
、
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
る
こ
と
で
漏
水

に
よ
る
貴
重
な
水
資
源
の
損
失
を
防

ぎ
、
ま
た
、
道
路
陥
没
な
ど
の
２
次

災
害
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
計
画
的

に
漏
水
調
査
や
管
路
診
断
を
行
い
、

修
繕
な
ど
に
努
め
た
。

【
主
な
質
疑
】

問
配
水
量
に
対
す
る
有
収
率
が
88
％

で
あ
る
が
、
１
０
０
％
ま
で
い
か
な
い

理
由
は
何
か
。

答
有
収
率
が
１
０
０
％
に
満
た
な
い

の
は
、
水
道
管
の
末
端
に
ま
で
必
要
な

塩
素
量
を
確
保
し
水
質
を
維
持
す
る
た

め
に
、
あ
る
程
度
の
排
水
量
を
見
込
む

必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
漏
水
に
よ

る
も
の
と
考
え
る
が
、
老
朽
管
の
更
新

工
事
を
計
画
的
に
行
う
な
ど
対
策
に
努

め
て
い
る
。

議員発議として国へ意見書を提出
■意見書の提出
・ 義務教育費国庫負担制度の堅持・義務教育諸学校30人学級の実現を求める意見書
・ 脱炭素と自然再興に貢献するサーキュラー・エコノミーの推進を求める意見書
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